
１　目的

　本業務は、城北水質管理センター汚泥消化タンクに堆積した沈砂等をしゅんせつ並びに

中間処理施設及び場内排出箇所に運搬することで、下水処理設備本来の機能を維持するこ

とを目的とする。

２　業務場所

（１）しゅんせつ場所・場内排出場所

金沢市浅野本町ホ１３１番地 城北水質管理センター

（２）運搬場所（中間処理施設）

白山市相川新町６３１番地１ 株式会社ダイセキ

北陸事業所

３　業務期間

　令和７年２月28日まで

４　業務の遂行

（１）受注者は業務の実施にあたり、機器の機能を十分発揮できるよう必要な人員と技術力

　　　を確保し、誠意を持って業務を遂行しなければならない。

（２）場内の外部出入業者と関連した機器の運転操作や関連施設に関わる運転操作には十分

　　　留意し、相互に協力して、円滑な運営を行うものとする。

（３）受注者は、運搬先の受入可否状況を常に把握し、しゅんせつ及び運搬の計画を立てる

　　　ものとする。

５　業務概要

　本業務の概要は、城北水質管理センター汚泥消化タンクに堆積した沈砂等を汚水と共に

しゅんせつし、中間処理施設及び場内排出場所まで運搬するものである。

　概ね吸引車４車運搬につき、３車分を中間処理施設に、１車分を場内排出場所に排出

するものとする。

６　業務体制

　本業務は原則8時30分～17時15分の間で行い、その日の必要な運搬を完了するまでとす

る。なお、前記時間内に運搬が完了しない場合、発注者に連絡のうえ運搬を完了するも

のとする。特に運搬場所への運搬に関しては、搬入時間に注意すること。

７　業務の報告及び協議

（１）本業務の遂行にあたり、必要時には報告を行わなければならない。また、発注者が

　　　報告を求めた場合は、これに応じなければならない。

（２）発注者と協議事項が生じた場合は、随時打合せを行うものとする。また、発注者が

　　　協議を求めた場合は、これに応じなければならない。

８　業務責任者の職務

　受注者は業務責任者を選任し、業務全体の指揮監督を行い、事故の防止及び安全管理

の徹底に努めるとともに、常に発注者と連絡を密にして日常の業務遂行状況を随時報告

し、協議を行うものとする。

９　法令の遵守

　業務の遂行にあたり、下水道法・水質汚濁防止法・労働基準法・労働安全衛生法・道

路交通法等関係法令を遵守しなければならない。
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10　損害賠償

　受注者は、業務の執行によって発注者又は第三者に損害を与えたときは、損害を賠償

しなければならない。

11　業務費の支払方法

　支払方法は、中間処理場への廃棄物搬入実績（単位：ｔ）に基づく出来高払とする。

12　提出書類

　　　受注者は業務の遂行にあたり、次の書類を速やかに提出するものとし、変更の場合　受注者は業務の遂行にあたり、次の書類を速やかに提出するものとし、変更の場合も

　　も同様とする。また、提出書式は原則自由とし、（８）～（10）については、上半期、同様とする。また、提出書式は原則自由とする。

（１）　業務責任者選任届 １部 契約後速やかに

（２）　緊急連絡体制表 １部 契約後速やかに

（３）　産業廃棄物収集運搬業許可証の写し 各１部 契約後速やかに

（４）　運搬車両届出書 １部 契約後速やかに

（５）　業務結果報告書（指定様式） １部 業務完了後

（６）　請求書（指定様式） １部 業務完了後

（７）　その他必要なもの　 必要数 随時

13　業務内容

（１）汚泥消化タンクの進入路（φ９００mmマンホール）の開閉

（２）汚泥消化タンクの堆積物の除去

（３）運搬場所への車両の運転業務

（４）中間処理施設及び場内搬出場所での排出

（５）緊急時の措置

　　　業務中事故が発生した場合、適切な処置を講ずるとともに、事故の原因、経過等に

　　　ついて、速やかに報告するものとする。

（６）その他業務に必要な作業

14　経費の負担

　業務上必要な次の経費は、受注者が負担するものとする。

（１）　燃料費

（２）　車両購入費

（３）　車両修理費

（４）　車検費用

（５）　車両の自賠責保険料

（６）　車両の任意保険料

（７）　自動車税

（８）　重量税

（９）　その他車両の維持管理に必要な費用

15　運搬計画

排出物 排出場所 運搬車両 見込み台数 見込み量

27 200t

9 60t

（１）沈砂・汚水の増減によって排出量が変更になる場合がある。

（２）業務は、原則として事前に打ち合わせた日程のとおりに行うものとする。ただし、

　　　予定以外に業務を行う場合は、協議のうえ行うことができるものとする。

（３）場内排出については、約７ｔ/回（洗砂後の浅野ポンプ場沈砂ホッパ約２ｔ/日の量）を

　　　目安とし、詳細は発注者の指示のもと行うものとする。
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16　廃棄物処分手数料

　　　廃棄物処分手数料は、別途発注者と処分業者との契約により発注者が支払うものとする。

　

17　完成図書・特殊工具等の貸与

　業務遂行に必要と認めた完成図書・特殊工具等は貸与するが、その保管状況を常に把

握し、故意又は過失により破損・紛失等があった場合は、受注者がこれを弁済するもの

とする。

18　立入り及び持込み禁止

（１）業務遂行上必要と認められる施設以外に無断で立ち入ってはならない。ただし、緊急

　　　の場合はこの限りではない。

（２）業務遂行上不要なものを施設内に持ち込んではならない。

19　機密の保持

　業務の遂行にあたり、業務上知り得た事項を他に漏らしてはならない。

　また、業務期間が完了した後も同様とする。

20　疑義

　設計図書、書類に定める事項について、疑義を生じた場合の解釈は、受注者は、発注

者と協議のうえ、その指示に従わなければならない。

21　その他

（１）選任した業務員に対して発注者が業務上不適格と認めた場合には協議のうえ再選任す

　 るものとする。

（２）受注者が正当な理由無く、非効率なしゅんせつにより汚水量を増やした場合は、発注

　　　者の判断で運搬実績より除外することができる。

（３）受注者は電子マニフェストシステムを導入していること。

（４）業務に必要な安全対策器具は、原則として受注者が備えるものとする。



廃棄物データシート 

 

ア 産業廃棄物の発生工程 

 
赤枠の汚泥消化タンクの底部に堆積した沈砂等を排出するものである。 

 

イ 産業廃棄物の性状び荷姿 

    性状：砂状・泥状であり水を含む。 

    荷姿：特殊吸引車による搬入。 

 

 サンプル採取したものの性状については、別紙消化タンク沈砂成分表参照 

 

ウ 腐敗、揮発等性状の変化に関する事項 

    微量の消化汚泥臭あり。性状の変化は無し。 

 

エ 混合等により生ずる支障 

    なし。 

 

オ 日本産業規格 C0950 号に規定する含有マークが付された廃製品 

    下水の消化工程にあるものなので、該当なし。 

 

カ 石綿含有業廃棄物、特定産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物又は水銀含有ばいじん 

    石綿含有、水銀使用製品等：下水の消化工程にあるものなので、無し。 

特定産業廃棄物：該当無し（別紙消化タンク沈砂溶出試験結果参照）。 

     

キ その他取扱いの注意事項 

    特になし。 

 



別紙 消化タンク沈砂成分表

採取日 令和 5年12月1日 基準値

試験項目 消化タンク汚泥

含水率 (％) 62.0 ―

水銀及びその化合物 (mg/kg) 0.64 3以下

カドミウム及びその化合物 (mg/kg) <0.5 9以下

鉛及びその化合物 (mg/kg) 48 600以下

六価クロム (mg/kg) ― ―

ひ素及びその化合物 (mg/kg) 5.2 50以下

シアン化合物 (mg/kg) ― ―

セレン及びその化合物 (mg/kg) 1.0 ―

銅 (mg/kg) 210 ―

亜鉛 (mg/kg) 670 ―

ほう素及びその化合物 (mg/kg) ― ―

ふっ素及びその化合物 (mg/kg) ― ―

全クロム (mg/kg) 50 ―

鉄 (mg/kg) 25000 ―

マンガン (mg/kg) 300 ―

検定方法は底質調査方法による。

基準値は環境省が定める土壌及び地下水に係る調査及び対策に関する指針及び運用の基準による。

上記の結果は乾物による。



別紙 消化タンク沈砂溶出試験結果

採取日 2024年1月11日

試験項目

ｐＨ 8.3

含水率 59.3 80％以下

アルキル水銀化合物 ― 不検出

水銀又はその化合物 <0.0005 0.005mg/l

ｶﾄﾞﾐｳﾑ又はその化合物 <0.001 0.09mg/l

鉛又はその化合物 <0.005 0.3mg/l

有機燐化合物 ― 1mg/l

六価クロム化合物 <0.01 1.5mg/l

砒素又はその化合物 <0.01 0.3mg/l

シアン化合物 <0.01 1mg/l

ＰＣＢ ― 0.003mg/l

トリクロロエチレン <0.002 0.3mg/l

テトラクロロエチレン <0.0005 0.1mg/l

ジクロロメタン <0.002 0.2mg/l

四塩化炭素 <0.0002 0.02mg/l

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ <0.0004 0.04mg/l

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ <0.002 0.2mg/l

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ <0.004 0.4mg/l

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ <0.0005 3mg/l

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ <0.0006 0.06mg/l

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ <0.0002 0.02mg/l

チウラム ― 0.06mg/l

シマジン ― 0.03mg/l

チオベンカルブ ― 0.2mg/l

ベンゼン <0.001 0.1mg/l

セレン又はその化合物 <0.002 0.3mg/l

銅又はその化合物 <0.01

亜鉛又はその化合物 0.02

ほう素及びその化合物 ―

フッ素及びその化合物 ―

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ <0.05 0.5mg/l

＊検定方法は昭和４８年環境庁告示第１３号による。

＊判定基準は総理府令（昭和４８年総理府令第５号）第３条の規定に基づく。

検体名 消化汚泥 判定基準


